
 

令和６年度県政世論調査の結果（速報）について 
 

１ 調査目的  

この調査は、現在あるいは今後解決すべき課題について、県民の県政に対する意識・要望などを的確に把握し、県政施策の企画・立案

及び県政執行上の参考とすることを目的とする。  

 

２ 調査概要  

 (1) 調査対象者 2,000名 

 (2) 調査期間  令和６（ 2024）年６月19日～７月16日 

 (3) 調査方法  郵送法（郵送配布―郵送回収又はインターネット回収の選択式）  

 

３ 回答者属性  

回答数 1,271名（回答率63.6％） 

(1)男女別内訳   (2)年代別内訳   (3)地域別内訳  

 回答者数  構成比    回答者数  構成比    回答者数  構成比  

男性 597 47.0％   18～19歳 14 1.1％  県北地域  293 23.1％  

女性 638 50.2％   20～39歳 236 18.6％   県央地域  547 43.0％  

回答しない  25 2.0％  40～59歳 382 30.1％   県南地域  420 33.0％  

無回答  11 0.9％  60～69歳 227 17.9％   無回答  11 0.9％ 

計 1,271   70歳以上  401 31.5％   計 1,271  

    無回答  11 0.9％     

    計 1,271      

 

４ 調査結果の見方  

（１）比率はすべて百分比で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出。このため、百分比の合計が 100.0％にならないことがある。  

（２）基数となるべき実数はｎとして掲載。その比率は件数を 100.0％として算出。  

（３）１人の回答者が複数回答で行う設問では、その比率の合計が 100.0％を上回ることがある。  

（４）(平成29年度からは )18歳以上の方を調査対象に実施しているが、回答者数が少ないため年齢別分析の説明ではふれていない。   
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［ケアラーについて］ 

（１）ケアラーという言葉の認知度  

項目  Ｒ５  Ｒ６  Ｒ５との差  

・「聞いたことがあり、内容も知っている」  44.9％  45.3％  0.4（増）  

・「聞いたことはあるが、内容はよく知らない」  30.9％  34.4％  3.5（増）  

・「聞いたことはない」  22.5％  19.4％  3.1（減）  

 

（２）ケアラー当事者になる可能性  

項目  Ｒ５  Ｒ６  Ｒ５との差  

・「実際に介護、看護等を行っている」  7.4％  7.3％  0.1（減）  

・「自分がケアラーになる可能性は、十分にあると思う」  49.4％  50.4％  1.0（増）  

・「自分がケアラーになる可能性は、あまりないと思う」  23.1％  20.1％  3.0（減）  

・「自分がケアラーになる可能性は、ないと思う」  17.1％  19.7％  2.6（増）  
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